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１．目的 

 本報告は、熟視角という対象を普通の状態で眺める

場合の対象の目立ちやすさや見え方に関連する概念を

とりいれたフラクタル次元解析の有効性について検証

を行ったものである。眺めの数値化におけるフラクタ

ル解析の適用は、大野他 1)や清水他 2)の報告がある。 
 景観の保全や計画の際は、利用者が注目する箇所や

景観を構成する要素を抽出することが欠かせない。実

際は、アンケートなどで抽出することが好ましいが、

時間や費用面から常に実施することが難しい場合が想

定される。そこで、被験者の意識を再現可能な解析手

法について取り組んだものである。 

２．解析手法 

(1)解析領域の考え方 

 解析領域については、対象を普通の状態で眺める場

合の対象の目立ちやすさや見え方に関連する概念とし

て熟視角から領域の選定を行った。熟視角とは、対象

をはっきりと見ることのできる視角のことであり、一

般には視角 1°あるは 2°が用いられている。そこで、

画像の1°から2°に相当する領域について2のべき乗

(64,128,256,512,...)の正方形領域で解析を実施した。 

 
図1 フラクタル次元の解析模式図 

(2)解析手順 

 解析は、画像処理ソフト（Adobe PhotoshopCS）で

線を抽出し、線画像（グレースケール画像）について1°

～2°の解析領域でフラクタル次元を算出し、分布図を

作成した。フラクタル次元の算出には、ボックスカウ

ンティング法を用いた。解析の流れを図2に示す。 

３．解析結果と有効性の検証 

 解析は、国土交通省北海道開発局の忠別ダムの視点

場からの写真を用いた。忠別ダムは、大雪国立公園に

隣接しており、平成18年の試験湛水により旭岳を映し

出す湖面景観が出現している。 

 解析結果の有効性の検証につ

いては、忠別ダムに親しい方々

を被験者として解析に用いた画

像に対して、画像中のどの部分

に注目したかというアンケート

結果と重ね合わせた。 

 フラクタル次元の解析結果と

アンケート結果の集計図の一覧

を表1に示す。 

(1)写真１の解析結果 

 アンケート結果からは、ダム

堤体を中心とした部分に注目が

集まっている。 

 フラクタル次元解析からは、

手前の木々、ダム堤体部分、奥

の山々のフラクタル次元数が高い。手前の木々につい

ては、木々の模様が明瞭に読み取れるためフラクタル

次元数が高くなり、奥のダム堤体については、ダムの

構造が模様として現れているためと考えられる。なお、

ダム堤体付近については、同じ中景域を比較すると群

を抜いてフラクタル次元数が高くなっている。 

 アンケート結果から特に注目されている部分は、フ

ラクタル次元数の高い視点場の木々に枠どられた内部

で、空や湖面のフラクタル次元数の低い部分にはさま

れたフラクタル次元数が高い部分（ダム堤体や山々）

であり、濃淡差が認められる部分である。 

(2)写真２の解析結果 

 アンケート結果からは、中央の山 （々旭岳）や湖面、

視点場の木々への注目が認められる。 

 フラクタル解析では、視点場の木々や旭岳、中景域

の山々のフラクタル次元数が高く、空や湖面のフラク

タル次元数が低い。 

 アンケートで注目されている部分は、写真 1同様に

視点場の木々に囲まれた内部のフラクタル次元数の濃

淡差が認められる部分（旭岳や湖面）である。 

(3)写真３の解析結果 

 アンケート結果からは、中央上の冠雪した山々や写

真中央から左側に位置する近傍の山々から水際にかけ

ての範囲が特に注目されている。 

フラクタル解析の領域 
（1～2°の正方形領域） 

撮影画像 
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図2 解析の流れ 
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 フラクタル解析では、写真中央から左側の近傍の山

の木々の紅葉や中央上の冠雪した山々が高い。湖面は、

写真中央から左の山の陰や映りこみの部分について、

フラクタル次元数が高く、影によりさざなみの模様が

見えやすくなっているためと考えられる。水際は、フ

ラクタル次元数が相対的低くなっている。 

 アンケートで注目されている部分は、フラクタル次

元数の高い部分（中央の山々、中央から左側の近傍の

山々）や高い部分にはさまれた相対的に低い部分（水

際）である。 

(4)ゲシュタルトの図と地とフラクタル解析の関係性 

 被験者が注目している部分は、フラクタル次元数の

低い部分に囲まれた高い部分やその逆の部分であり、

フラクタル次元数の濃淡差がまとまりをもった形とし

て現れた部分である。 

 ゲシュタルトの図と地の関係性を考えた場合、フラ

クタル次元数の濃淡差がまとまりをもった形として現

れた部分は、意味をもつ形として誘目性が高く、図と

認識される可能性が高く（写真1：ダム堤体、写真2：

中央の山々、写真 3：水際）、コントラストの変化が小

さい箇所やまとまりと認識できない箇所は、意味を持

たない形として、地と認識される可能性が高い（写真

1,2：湖面や空、写真3：右側の湖面や山々）。 

 このような考え方を用いると、眺めを構成する要素

のうち注目されやすい部分と解析結果が一致し、被験

者が注目しやすい部分を予測することが可能であると

考えられる。このことから、景観の分析における本解

析手法の有効性が示唆される。 

(5)対象物の認知の機構と本解析

手法の関連性 

 対象物を見てから人が見た物

に意味をもつまでの流れについ

ては、ロバート・L・ソルソ 3)に

よると、はじめに目での光学的処

理変換・エッジの検出が行われ、

次に視覚野で線、エッジ、形状の

基本的処理が行われ、形態の分析

がなされる。その後大脳皮質全体

で意味的処理がなされ、認知され

ると考えられている。 

 フラクタル解析の手順として、

①線構造の抽出、②1°～2°の領

域のフラクタル解析、③フラクタ

ル次元数の分布作成、という流れ

となっており、解析の前処理であ

る写真から線構造の抽出（①）が

第一段階の光学的処理に相当し、

フラクタル解析（②③）の部分が

形状を理解するための前処理の第二段階の視覚野での

処理に相当すると考えられる。 

 このことから、本フラクタル解析は景観（今回の場

合は対象物の形状）を認知する際の目から脳へと情報

を伝達し、認知を行う途中の段階を模している可能性

があると考える。 

４．まとめ  

 本報告は、注目されやすい部分を熟視角の領域で区

分したフラクタル解析により予測することが可能であ

ることを示唆した。これは、景観の保全や計画におい

て注目されやすい部分の抽出に活用でき、さらに閾値

の問題などがあるものの環境影響評価における景観の

変化の評価にも応用が可能であると考えられる。ただ

し、本解析手法は、景観の主要な構成要素である色彩

を考慮できていない。色彩は誘目性と密接に関連して

おり、今後は色彩を含めた検討が必要である。 
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表1 解析結果一覧表 
 

元画像 フラクタル解析画像 
アンケート結果集計図 

（青丸：好ましいと回答、赤
丸：好ましくないと回答） 
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